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テーマ 自治会(近隣)と空き家所有者の良好な関係（相互連絡）づくり

酒田市自治会「空き家等見守り隊」活動事例

【空き家の把握】
・自治会長が、自治会内の聞き取りにより、独自の空き家地図、一覧表を作成。
・近隣、民生委員がほとんどの連絡先を把握。何かあれば、その人達に聞き、所有者に連絡。
・空き家の近隣の協力を得て連絡網をつくり、連絡台帳、巡回日誌を作成。
・たまに来ている気配のある、空き家の郵便受けに、連絡票を入れて、連絡先を把握。
・近隣で、連絡も含む簡単な空き家の管理を頼まれている（帰省時、手土産を持ち挨拶）

【見守り方法】
・学童の見守りの帰りに役員がそれぞれの家に帰りながら、分担して空き家の見守りを実施。
※造成区画のため、通りから見て歩くだけで状況を把握できる。
・回覧板を届けるときに、分担して空き家の見守りを実施。

・台風、地震後の見守りはその都度実施。
・積雪時は、通学路に面している空き家の前も、道路が狭まっているところは除雪。

・暴風で飛散した雨樋を、その後飛ばないように敷地内に戻す。

【見守り体制】
・自治会３役に、総務部長、環境衛生・交通安全部長、民生委員を加えて組織。

・自治会３役に、防犯部長を加えて組織。
※見守り時に身につける帽子、ベストを作成。

※役員が変わっても継続できるよう、「見守り隊」の位置づけを総会に提案。

【その他の取り組み】
・見守り隊の中に女性役員が入ると、女性としての視点が加わる。

・アメシロ防除は、空き家の分も自治会でまとめて依頼し実施。
・見守り隊の取り組み内容をコミュニティ会報に掲載し、住民に周知。

市 街 地

【空き家の把握】
・何かあったときに確認できるよう、近隣でカギを預かっている空き家を把握している。
・空き家等の所有者から相談があった場合、市に連絡し自治会でも必要な手助けをしている。
・一人暮らしの高齢者は、家族等関係者の連絡先を民生委員に報告してもらっている。
・長期に家を空ける場合、近隣又は自治会役員に、事前に報告してもらっている。
・各回重点点検項目を設け、１ヶ月に１度点検を行っている。

旧公民館・三総合支所地 ※市街地での活動以外に実施している内容。



【見守り方法】
・地区内を出歩くときは、常時気にとめて見守っている。

・見守りをする際、不審に思われないため、事前に回覧板を回し周知。
・台風等の暴風時、地震後の見守りは近隣が行い、異常があれば自治会長に報告する仕組み。

・台風、地震後の見守りは、まずは自分の家、隣近所、地区全体と見守り、空き家は最後に
なる。

・通学路に面した空き家の、道路に出ている樹木の枝は、自治会で処置。

【見守り体制】
・連合自治会の場合、自治会長が見守りを行い、自治会長同士の情報交換を常に行っている。

※見守りしていることが一目でわかるよう、帽子、ベストに加え、敷地が広く、敷地内に立
ち入らないと状況を把握できないため、門の前に立てる看板を作成。

【その他の取り組み】

・空き家の現況写真を所有者に送り、良好な関係の構築に努めた。
・アメシロ防除に加え、屋外消毒も自治会独自に実施。

・所有者から除草剤を買ってもらい、自治会役員がボランティアで散布。
※料金をもらうと、どんな少ない金額でも、頼んだことを契約のように取られかねない。

・家の建て替え時、仮住まいとして空き家の提供を交渉。
・空き地の雑草が伸びてきたとき、所有者に連絡し、対応を依頼。

・側溝掃除等集落の共同作業の際は、空き家の所有者にも連絡し出てもらっている。


